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市 の 人 口 
	

男 25,684人 
	

世 帯 数 	14,635 

	

53,1O6J 
	

女 27,422人 
	

（昭和57年 5月I日現在）住民基本台帳から 

生きた自然を観察 
’ 野鳥の村開村 

飯詰・味噌ケ沢にある「野鳥の村（家）」 が五月九日

開村、親子づれの市民約二百人が参加して自然観察会が

行われました。 

野鳥の村は、森と湖沼など変化に富み、野鳥のオオル

リ、ルリビタキなど二十種、野草四百種が観察できます。 

この日は、津軽植物の会（木村啓会長）ら自然観察指

導員の説明のあと、野鳥と野草観察の二回に分け沼や森

へ繰り出し、望遠鏡を覗いたりメモをとるなど身近にあ

る生きた自然を熱心に観察していました。 

（写真一 5月 9日、野鳥の村で） 



広報ごしょがわら 

「
人
間
性
豊
か
な
、
住
み
よ

い
、
活
力
あ
る

ま
ち
、
五
所
川
原
」
 
の
実
現
を目
指
し
て
い
る

市
で
は
、
国
や
県
に
要
望
す
る
昭
和
五
十
八
年

度
の
重
点
事
業
を
と
り
ま
と
め
、
五
月
十
二
日
、
 

青
森
市
で
北
村
県
知
事
を
は
じ
め
山
内
、
志
賀

両
副
知
事
及
び
関
係
各
部
課
長
を
招
い
て
説
明
 

会
を
開
き
、
事
業
の
採
択
・
促
進
を
要
望
し
ま
 

し
た
。
 

市
の
五
十
八
年
度
の
重
点
要
望
事
項
は
、
①
 

都
市
発
展
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り
②
調
和
の
と

れ
た
産
業
の
振
興
③
快
適
な
生
活
環
境
の
形
成

④
健
康
で
明
る
い
市
民
生
活
の
保
障
⑤
人
間
性

を
培
う
教
育
・
文
化
の
充
実
ー
の
長
期

・
基
本

施
策
を
も
と
に
ま
と
め
た
も

の
で
、
最
重
点
要

望
事
業
が
十
五
件

（
予
算
要
望
七
件
、
文
書
要
 

ロ
県
道
妙
堂
崎
・
五
所
川
原

線
橋
梁

（
新
長
大橋
）
整
備
事

業
（
継
続
）

ー
五
十
八
年
度
要

望
、
事
業
費
三
億
円
、
事
業
内

容
（
用
地
買
収
、
補
償
）
 

ロ
十
川
改
修
事
業
（

継
続
）
 

ー
五
十
八
年
度
要
望
、
事
業
費

四
億
二
千
万
円
、
事
業
内
容
（下

流
部
改
修
の
具
体
化
、
中
泉
・
 
 

望
八
件
）
、重
点
要
望
事
業
が
十
三
件

（
予
算
要

望
九
件
、
文
書
要
望
四
件
）
の
合
わ
せ
て
二
十

八
件
で
す
。
 

説
明
会
は
、
当
日
午
前
十
時
か
ら
青
森
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
県
側
を
は
じ
め
、
寺
田
市
長
ら

市
三
役
、
関
係
課
長
が
出
席
し

て
行
わ
れ
、
市

長
が
、
「西
北
地
域
の
広
域
圏
の
中
心
都
市
と
し

て
調
和
の
と
れ
た
産
業
の
振
興
、
都
市
基
盤
の

整
備
と
機
能
の
充
実
を
図
る
努
力
は
も
と
よ
り
、
 

国
、
県
の
協
力
と
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
」
 
と

あ
い
さ
つ
、
北
村
知
事
が
、
「
現
在
の
経
済
政
策

の
疑
問
の
中
で
県
と
し
て
も
国
の
機
関
に
働
き

か
け
、
と
も
ど
も
に
成
果
を
あ
げ
て
行
き
た
い
」
 

と
市
長
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。
 

（管
き
ょ

〈汚
水
〉
二
千
七
百

九
十
屑
、
開
き
ょ

〈雨
水
〉
三

百
H
、
処
理
場
〈
機
械
電
気
設

備
工
事
一
式
ご
 

ロ
菊
ケ
丘
運
動
公
園
整
備
事

業
（
継
続
）
ー
五
十
八
年
度
要

望
、
事
業
費
七
千
万
円
、
事
業

内
容
（
駐
車
場
舗
装
九
千
五
百
 

H
、
植
栽
百
本
、
便
所
二
棟
、
 
 

六
月
一
日
現

在
で
、
全
国
い

っ
せ
い
に
 
「商

業
統
計
調
査
」
 

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
 

通
商
産
業
者
が

実
施
し
て
い
る

統
計
法
に
基
づ

く
指
定
統
計
調

査
で
、
全
国
の

商
業

（
卸
・
小

売
業
、
飲
食
店
）
 

を
漏
れ
な
く
調

査
す
る
い
わ

ゆ

る
「
商
業
の
国
 

勢
調
査
」
 
と
も
言
わ
れ
る
もの

で
す
。
 

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
全
国
の

商
店
を
業
種
別
、
規
模
別
な
ど

に
区
別
し
、
商
店
の
全
国
の
分

布
状
況
と
か
、
販
売
活
動
な
ど

商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
ま
す
。
 

五
月
の
下
旬
か

ら
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

お
忙
し

い
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご
協
力

下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

皆
さ
ん
に
ご

記
入
い
た
だ
い

た
調
査
票
は
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て

お
書
き
下
さ
い
。
 

調
査
は
、
次
の
四
種
類
に
区

分
さ
れ
ま
す
。
 

〔
甲
調
査
〕
 
法
人
組
織
の
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長
大
橋
の
促
進
な
ど
2
8件
 

5
8登
画度
織
重
」
回
（
嘗
業
農
旧
需筒
加轍
要
塑
ー
 

最
重
点
要

望
事
業
（

予
算
要
望
）
 

五
林
平
間
の
改
修
）
 

ロ
旧
十
川
改
修
事
業
（
継
続
）
 

廿
五
十
八
年
度
要
望
、
事
業
費

三
億
六
千
九
百
万
円
、
事
業
内

容
（
堀
削
工
事
、

用
地
買
収
、
 

補
償
）
 

ロ
公
共
下
水
道
事
業
（
継
続
）
 

ー
五
十
八
年
度
要
望
、
事
業
費

十
四
億
七
千
万
円
、
事
業
内
容
 

「商業統計調査にご協力を 



園
路
百
五
十
U
)
 

ロ
3
・
4
・
3
漆
川

・
岩
木

町
線
街
路

（立
体
交
差
橋
）
事

業
（
継
続
）
ー
五
十
八
年
度
要

望
、
事
業
費
三
億
九
千
三
百
万
 

円
、
事
業
内
容
（
ラ
ン
ガ
ー
架

設
六
八
H
、
擁
護
工
）
 

ロ
県
営
津
軽
北
部
地
区
広
域

営
農
団
地
農
道
整
備
事
業

（
継

続
）
ー
五
十
八
年
度
要
望
、
事
 

業
費
二
億
円
、
事
業
内
容
（
橋

梁
下
部
工
三
ケ
所
、
用
地
買
収

一
万
H
)
 

重点要望事業 

（予算要望） 

青森県主管部課 要 望 事 	業 	名 

総務部 消防防災課 コミュニテイ防災センター整備 

事業 

生活福祉部 社会課 養護老人ホ一ム整備事業 

土木部 道路建設課 国道 101号線前田野目バイパ 

ス建設事業 

農林部 土地改良 国営附帯県営かんがい排水事業 

第 	‘ 課 （排水改良） 

土地改良 県営広域営農団地農道整備事業 

第 二 課 

ク ク 五所川原北部地区農村総合整備 

モデル事業 

農 政 課 新農業構造改善事業 

土木部 都市計画課 3.3. 1田川～三ッ屋線街路事業 

ク ク 南部地区土地区画整理事業 

農
業
後
継
者
結婚
相
談
所
麟
蒙開
設
麟
 

H）極
護
A
）
ぐ
 

ぐ
J
製
h
d
 

一
一
／
'
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市
農
業
委
員
会
内
に
 
「農
業

後
継
者
結
婚
相
談
所
」
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
 

五
月
十
日
、
農
業
後
継
者
の

結
婚
相
談
活
動
を
進
め
よ
う
と

市
農
業
委
員
会
々
長
か
ら
次
の

方
々
が
結
婚
相
談
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
 

※
各
地
区
の
相
談
員
は
、
秘
 
 

密
を
守
り
親
身
に
お
世
話
を
す

る
こ
と
に
な
‘
って
い
ま
す
の
で
、
 

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

ロ
三
好
地
区
 

▽
川
浪
太
刀
男
・
野
呂
金
八

郎

（
以
上藻
川
）
、
 開
米
喜
美
 

（鶴
ケ
岡
）
、木
村
チ
エ

（
高
瀬
）
 

ロ
飯
詰
地
区
 

▽
坂
本
勇
三
郎
（
下
岩
崎
）
、
 
 三

浦
義
衛
・
対
馬
ミ
チ
へ
（

以

上
飯
詰
）
 

ロ
栄
地
区
 

▽
毛
内
務

・
山
田
勉
（
以
上

広
田
）
、平
山
二
三

一
藤
田
勇
勝
 

‘
藤
田
藤
太
郎
（
以
上
姥
落
）
、
 

山
田
善
孝
（
稲
実
）
 

ロ
毘
沙
門
・
長
富
地
区
 

▽
福
間

貞
・
山
口

真
知
子
 
 

（
以
上
毘
沙
門
）
、藤
森
キ
ン

コ
 

（
長富
）
 

ロ
梅
沢
地
区
 

▽
神
喜
三
郎
・
成
田
キ

ヌ
 

（
以
上梅
田
）
、神
由
男
（
中
泉
）
 

ロ
七
和
地
区
 

▽
唐
牛
金
四
郎
（
高
野
）
、伊

藤
博
治

（
俵
元
）
、新
谷

彦
司
 

（
前
田
野
目
）
、阿
部
て
る
（
持

子
沢
）
、阿
部
ッ
ェ
（
羽
野
木
沢
）
 

ロ
長
橋
地
区
 

▽
片
岡
正
一
 
（松
野
木
）
、土
 
 

岐
ュ
キ
・
石
岡
シ
ナ
（
以
上
野

里
）
、工
藤
日
出
吉
（
浅
井
）
 

ロ
松
島
地
区
 

▽
森
健
一
（
水
野
尾
）
、佐
藤

甚
作

工
門
・
工
藤
ハ
ッ

・
太
田

恭
子

（
以上
米
田
）
高
橋
杉
恵
 

（
金山
）
、蒔
田
豊
作
（唐
笠
柳
）
、
 

小
野
竹
藤
（

一
野
坪
）
 

ロ
中
川
地
区
 

▽
舘
山
雪
江
・
吉
岡
京
子

・

藤
森
繁
太
郎
（
以
上

川
山
）
、鰐

田
春
悦
（
田
川
）
、奈
良
岡
陸
奥
 
 

商
店
（
飲
食
店
を
除
く
。）
を
対

象
と
し
ま
す
。
 

〔
乙調
査
〕
 
個
人
経
営
の

商
店
（
飲
食
店
を
除
く
。）
を
対

象
と
し
ま
す
。
 

〔
丙調
査
〕
 
飲
食
店
（
バ
 

ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク

ラ
ブ
、
酒
場
、
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
を

除
く
。）
を
対
象
と
し
ま
す
。
 

〔
丙
の
ニ
調
査
〕
 
飲
食
店
 

の
う
ち
バ
ー
、
キ
ャ

バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク

ラ
ブ
、
酒
場
、
ビ
ヤ

ホ
ー
ル
を
対
象
と
し

ま
す
。
 

こ
の
調
査
に
つ
い

て
ご
不
明
の
点
は
、
 

市
総
務
課

企
画

室
 

（
。
⑩
2
1
1
1
番
、
 

内
線
3
1
8
1
3
1
 

9
番
）

へ
お
間
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 

男
（
種
井
）
、岡
田
玲
子
（
沖
飯

詰
）
、和
田
善
七

（
長橋
）
 

ロ
旧
市
・
小
曲
地
区
 

▽
小
田
桐
カ
セ
（
下
平
井
町
）
、
 

野
呂
邦
雄
（
鎌
谷
町
）
、成
田
ト

ミ
ェ
・
長
沢
ユ
リ
（
以
上
小
曲
）
 

▽
小
野
勝
章
（
中
三
デ

パ
ー
 

ト
店
長
）
 

▽
長
谷
川
ミ
キ
（
長
谷
川
洋

裁
研
究
所
長
）
 

商業を営む皆さん 
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m
%
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3
53
43
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3
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2
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2
72
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5
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2
2
 
2
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01
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7
 
1
61
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1
41
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2
 
1
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09
8
7

6
5
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2
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』
％

ー
 

ツ
口
ロ
ー
 

町
％
ー
 

」
邑
 

m%
［ロ
ー
 

!
 

暗
％
I
 

響
■
 

《
 

―般会計歳入歳出予算執行状況 
（昭和 57年 3月31日現在） 

歳入歳出予算額 11,284,695千円 

ツ

■
地

方
譲
与
税
 

m
%
，
 

思
収
令
 

民
 
生
 

  

 

費
 

地
方
交
付
税

国
庫
支
出
金

市
 
税

市
 

債

県
支

出
金

諸
 
収
 
入

分
相
吾
・
負
用
玉
 

覇
料
車
血
料
 

」
％
 

歳 入 

収入済額 

乳690,609千円 

収入率 85.9% 

m
%
！
 
商
貢
他
 

町
％
！
 

 
消
 
防
 
賢
 

m
%

［
ロ

■

災
害
復旧
費
 

歳 出 

支出済額 

9,606,795千円

支出率 85.1% 

8
5
%
 

総
 
務
 

土
 
木
 
費
 

m
％
】
 

m
%
!
 

m
%
!
 

衛
 
生
 
賢
 

公
 
債
 
費
 

履
林
水産
雌
賢
 

育
 

56年度下半期 

地方自治法第243条の3第1項及び五

所川原市「財政状況」の公表に関する

条例第 2 条の規定により、昭和56年度

予算の昭和57年 3 月31日現在における

財政状況を公表します。 

五所川原市長 寺 田 秋 夫 

r
 

簡
保
積
立
金
の
還
元
融
資
 

み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る

簡
易
生
命
保
険
積
立
金
を
公
共

の
利
益
に
な
る
よ
う
運
用
す
る

た
め
、
国
民
生
活
に
密
着
し
た

部
門
へ
の
資
金
還
元
で
あ
り
、
 

地
方
福
祉
施
設
改
善
な
ど
地
域

社
会
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
還
元
融
資
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
 

昭
和
五
十
六
年
度
は
、
 一
般

会
計
で
防
雪
セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
は
じ
め
、
排
水
路
整
備
、
道

路
整
備
、
学
校
用
地
取
得

（
毘

沙
門
小
、
 一
野
坪
小
）
、公
園
整

備

（
菊
ケ
丘
運
動
公
園
、
河
川
 

こ
の
積
立
金
は
、
国
民
年
金

積
立
金
及
び
厚
生
年
金
保
険
な

ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
国
民
生
活
 
 

公
園
、
や
な
ぎ
沼
近
隣
公
園
、
 

狼
野
長
根
公
園
）
の
各
事
業
に
、
 

2
億
1
千
4
7
0

万
円
の
融
資

を
受
け
ま
し
た
。
 

の
安
定
向
上
に
直
接
役
立
つ
生

活
環
境
整
備
（
上
・
下
水
道
等
）
、
 

厚
生
福
祉
施
設

（病
院
、
福
祉

施
設
等
）
、文
教
施
設
農
林
漁
業

等
の
分
野
に
還
元
融
資

さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
 

昭
和
五
十
六
年
度
は
、
 
一
般

会
計
で
清
掃
車
購
入
事
業
に
、
 

特
別
会
計
で

は
、
病
院
増
改
築

事
業
に
、
 
一
部
事
務
組
合
の
西

北
五
衛
生
処
理
組
合
が
、

し
尿

処
理
施
設
整
備
事
業
に
、
総
額
 

4
億
6
千
6
2
0

万
円
の
還
元

融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
 



3,217.681千円 

(55.9%) 

広報ごしょがわら (520 -) ⑤ 昭和57年（1982年）6 月1日 

下水道事業 

高等看護学院 	 40,302 千円 23.3% 85.8% 

長者森平和公園造成事業 5,759千円 95.3% 42.9% 

1,618,236 f-1'l 46.1% 71.5% 

たばこ消費税 

228, 360干円 

固定資産税 

861,265千円 

~三破 

惑iき界 

収入済額 

2,432,059千円 
軽自動車税他20.178千円

都市計画税67,555千円 

川川川mt川川，川川川I川川‘l 	H II I川川川町“川川川町川I川川“川田」川「川川川川“町川川川川m川I川mI川”川川IIII川川川”川mmmmリH 、 川川川町川川川“ り “ 1田川”田1川川m“川H川I町川川川川川川“川I川川川“川“H“川川川川川川川 I川， 

特別会計の執行状況 
誉叫，維議さ 

予算額 収入率 支出率

国民健康保険事業勘定 2,526,405 千円 89.4% 78.1% 

民生債 81.42●千円（1.5%) 

衝生債 169.691干円（3.0%) 

輪務債 205.321千円（3.6%) 

労働債 77.240千円（1.3%) 
災害復旧債 74, 930千円（1.3%) 

消防債 54,612千円（0.9%) 
「 

市民税 

L138,867干円 

ー般会計現債額 
（昭和57年 3 月31L1現在） 

総額 5,758,340千円 
中小企業退職金共済事業団 26.140千円（0 0%) 

市町村振興脇会‘5.000千円0」％) 

県市町村職員共済組合 139.11‘干円（2.4%) 

青森県 233.421干円（4.0%) 

大蔵省 

1,926,603千円 

(33.4%) 

森銀行 

1.)33.807千円 

(19.7%) 

日本団体生命保険 22,1加干円（0.4%) 
ノ 全国自治協会他 54.334千円 1.0%) 

市税の負担状況 
（昭和57年 3 月31日現在） 

広田団地積立分譲住宅のこ案内 

ロ受付場所 市都市計画課（n⑩2111内線232) 

※譲渡予定価額は、I戸当り平均概算額であり精算の結果変更になります。 

区
  

分
  

積 立 期 間 一戸当平均面積 譲 	渡 公庫融資 積 立 利 息 

I年 2 年 3 年 土地 建物 予定価額 予 定 額 目 標 額 相 当 額 

積立分譲 

一
 
 
I

1
0
 

 

Jコ 

19 
P UI’ 

280 
d 

85 
千円 

13,800-14,400 7,000 
千円 

'- 7,500 6,620 
千円 

- 6,660 140 
千円 

- 280 

地域特分 5 5 280 85 13,800--14,400 8,600 - 8,800 5,080 - 5,360 120 - 240 

ロ積立分譲住宅 

住宅金融公庫融資付住宅を分譲価額から公庫融資を除

いた額（自己負担金）を、一定期間（ 1年・ 2 年）積立

てて分譲住宅を購入するものです。 

今年度から新しく住宅金融公庫の割増と公庫融資額に、 

青森県が 5 年間1％利子補給する地域特別分譲住宅制度

ができました。 

］積立分譲住宅 	 ［地域特別分譲住宅制度 

i宅金融公庫融資付住宅を分譲価額から公庫融資を除 	 1．住宅にお困りの方で56年度の収入又は所得が次の 

額（自己負担金）を、一定期間（ 1年・ 2 年）積立 	基準以下の方 

分譲住宅を購入するものです。 	 0給与所得者56年度収入金額375万円以下 

‘年度から新しく住宅金融公庫の割増と公庫融資額に、 	〇それ以外の方で56年度所得金額255万円以下 

ミ県が 5 年間1％利子補給する地域特別分譲住宅制度 	 2 ．分譲住宅の面積が100d以下のもの 

トきました。 	 ロ申込受付期間 6 月21日（月）- 25日（金） 



工
業
統
計
調
査
の
ポ
ス
タ
ー
募
集
 

lプ 無線機は免許を 

’ー 受けて使いましよう 不法電波をなくすため 
あなたの市民ラジオ 

（トランシーノgー） には、 

このマークがついてますか。 

無線機器型式検定 

合 格 マ ー ク 

/
 

"“こ 

麺 単 
航亘’シ 

子
供
の
森

も
建

設
へ
 

ロ
応
募
作
品
の
内
容
 

m
応
募
作
品
は
、
製
造
事
業

所
が
工
業
統
計
調
査
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
そ
の
協
力
が
得

ら
れ
る
内
容
の
も
の
で
、
未
発

表
の
も
の
。
 

②
ポ
ス
タ
ー
の
規
格
 

⑦
用
紙
の
大
き
さ
縦
五
十

九
戎
H
、横
四
十
二
戎
昌
（日

本
標
準
規
格
A
二
版
）
で
縦

長
に
使
用
。
 

囲
使
用
す
る
色
は
四
色
以
 

内
（
白
は
一色
と
数
え
な
い
）
。
 

回
図
案
に
入
れ
る
文
字
 

「通
商
産
業
省
」
「工
業
統

計
調
査
」
「昭
和
五
十
七
年
十

二
月
三
十

一
日
」
 

国
写
真
は
使
用
し
な
い
。
 

困
応
募
す
る
ポ
ス
タ
ー
の

裏
面
に
は
、
「住
所
、
氏
名
、
 

職
業
（
学
生
の
場
合
は
学
校

名
）」
を
必
ず
明
記
す
る
。
 

ロ
応
募
期
日
 
昭
和
五
十
七

年
六
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
 

市
が
五
十
六
年
度
か
ら
ニ
カ

年
計
画
で
飯
詰

・
不
動
公
園
に

建
設
し
て
い
る
 
「野
外
ト
レ

ー
 

ニ
ン
グ
施
設
（
山
村
広
場
）」
が

ほ
ぽ
完
成
し
、
五
月
ニ
十
二
日

同
施
設
の
ス
タ
ー
ト
前
広
場
で

寺
田
市
長
ら
関
係
者
約
三
〇
人

が
出
席
し
て
開
所
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

自
然
環
境
を
保
ち
つ
つ
、
農

林
業
者
と
そ
の
家
族
、
地
域
住

民
が
健
康
の
増
進
と
体
力
づ
く
 

（
当日
消
印
有
効
）
ま
で
と
す

る
。
 

ロ
応
募
先
 
郵
便
番
号
〇
三

〇
青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一

号
 
青
森
県
企
画
部
統
計
課
 

n
〇

一
七
七
⑩
】

一
一
一
番
 

（
商工
統
計
班
 
内
線
二
一
八
 

一
 
）
  ※

た
だ
し
、
応
募
作
品
は
返

還
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

コ
東
北

電

力
が

J
 

F
防
犯
灯
を
寄
贈
L
 

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所
 

（
藤
沢昭
六
所
長
）
で
は
、
五

月
十
七
日
、
市
に
防
犯
灯
七
基
 

（
取
付工
事
一
式
を
含
む
）
を

寄
贈
し
、
高
橋
助
役
に
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。
 
 

り
を
目
的
に
国
の
補
助
（
五割
）
 

で
建
設
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

昨
年
度
は
二
千
六
百
九
十
四

万
円
の
経
費
を
か
け
野
外
ト
レ
 

ー
ニ
ン
グ
施
設
十
五
個
所
、
管

理
棟

一
棟
（
七
十
一

ニ
一
八
平

方
H
）
を
建
設
、
開
所
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
 

五
十
七
年
度
は
、
二
千
三
百

四
十
万
の
経
費
で
野
外
キ
ャ
ン

プ
場
（
千
二
百
平
方
“川
）
と
子

供
の
森

（
一万
平
方
H
）
を
建
 

こ
れ
は
同
社
が
春
の
サ
ー
ビ

ス
旬
間
に
あ
た
り
、
地
域
奉
仕

の

一
環
と
し
て
贈
っ
た
も
の
で

す
。
 

コ
点
訳

・
朗
読
奉
コ
 

F
仕
会
員
を
募
集

L
 

盲
人
の
文
化
向
上
を
図
る
た

め
必
要
な
図
書
等
の
点
訳

・
朗

読
の
奉
仕
活
動
を
希
望
す
る
方
 
 

設
す
る
ほ
か
、展
望
台
一
棟
（
百

平
方
屑
）
、休
憩
所
、
水
飲
み
場
、
 

ト
イ
レ
を
付
設
、
家
族
ぐ
る
み

で
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て

い
ま
す
。
 

開
所
式
で
は
寺
田
市
長
が
、
 

「真
の
市
民
の
憩
い
の
場
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
、
開
所
を
祝
い
合

い
ま
し
た
。
 

口
受
付
期
間
 
6
月
1
日

ー
 

1
2H
 

ロ
受
付
場
所
 
市
福
祉
事
務

所
へ
 

町
五
所
川
原
市
字
岩
木
町
1
2)
 

ロ
申
込
方
法
 
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
（
電
話
番
号
）
を
明

記
し
、
お
申
込
み
下
さ
い
。
 

コ
退
職
記
念
に
と
ゴ
 

F
ニ
十
万
円
寄
付

L
 

敷
島
町
の
秋
田
さ
ん

市
内
敷
島
町
六
三
ー
八
、
元

飯
詰
中
学
校
校
長
秋
田
正
司
氏

は
五
月
十
四
日
、
教
育
振
興
基

金
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
二
十

万
円
を
市
教
育
振
興
会
へ
寄
付

し
ま
し
た
。
 

こ
の
三
月
退
職
し
た
の
を
記

念
し
て
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

昭和57年（1982年） 6 月 I 日 

《
 

r
 



(520 (1 広報ごしょがわら 

農業経営者協議会設立 

⑦ 昭和57年（1982年）6月1日 

農業の先導的役割を” 

、 

,
 

市
農
業
発

展
の
先

導
的
役
割

を
期
待
さ
れ

る
市
農
業
経
営
者

協
議
会
設
立

総
会
が
、

五
月
八

日
産
経
会
館
五
階
会
議
室
に
お

い
て
開
か
れ

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、

市
農
業
委
員
会
が

農
協
や
農

業
青
年
会
議

等
の
協

力
を

得
て
市

内
の
意
欲
的
な
農

業
者
に
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
 

約
百
二
十

名
近
い
賛
同
を
得
て

自
主

的
に
協
議
会
を

開
く
こ

と
 
 

に
な
っ

た
も

の
で
す
。
 

協
議
会
で

は
稲
作
、

り
ん
ご
、
 

畑
作
園
芸
等
の
作
目
部
門
を

設

け
て
活

動
す
る
予

定
で

す
。
 

ロ
稲
作
部
門
 

野
呂
邦

雄
部

会
長
他

三
十
八

名
 

ロ
り
ん
ご

わ
い
化
部
門
 

新

谷
利
勝
部
会
長
他
三
十
四

名

ロ
畑
作
園

芸
部
門
 
木
村
正

俊
部
会
長
他
三
十

四
名
 

国
税
・
モ
ニ
タ
ー
 

を
委

嘱
 

五
所
川
原
税

務
署
は
、
昭
和

五
十
七
年
度
の
国
税

モ
ニ
タ

ー
 

老
人

（
七
十
歳
以
上
）
医

療

費
受
給
者

証
の
更
新
時

期
と
な

り
ま
し
た
。
該
当
者
は
下
記

の

日
程
に

よ
り
交
付
を

受
け
て
下

さ
い
。
 

老
人
医
療
費
は
、

六
十
五
歳

か
ら
六
十
九

歳
ま
で

の
方
で
、
 

身
体
障
害

（
一
二

一
・
三
級
ま
 
 

を
次
の
方
に

委
嘱
し

ま
し
た
。
 

モ
ニ
タ

ー
は
、

国
梯

に
対
す

る
納
税
者
の
意
見
、

要
望
、
苦

情
な
ど

を
税
務
行
政
に

反
映
さ

せ
、
円
滑

な
運
営
を

図
る
た
め

毎
年
、

民
間
人
に
委
嘱
し

て
い
 

た
は
四
級
の
音
声
・
言
語

機
能

障
害
、

下
肢
障
害
一
ニ

ニ
・
四

号
）
と
国
民

年
金
法
（
一

‘
一
一

級
）
に
該
当

す
る
方
に
も
支

給

さ
れ
ま
す
。
 

ロ
持
参
す
る
も
の
 

※
印
鑑
 

※
老

人
医

療
費
受
給

者
証
 
 

る
も
の
で

す
。
 

木
村
宏
（
漆

川
）
、高
満
タ

カ
 

（
川
端
町
）
、外
崎
哲
也

（
旭
町
）
 

中
山
捷

利
（
ー

ッ
谷
）
、村
上
達

也

（
唐
笠
柳
）
 

（
前
に
お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
。）
 

※
健
康
保
険

証

（
国
保
・
社

保
・
共
済

保
険
証
等
）
 

な
お
、

当
日
都
合
に
よ

り
交

付
を

受
け
ら
れ

な

い
方
に

は
、
 

六
月
二
十
九
‘
三

十
日
市

保
険

衛
生
課
で

交
付
し

ま
す
。
 

老
人
医
療
費
受
給
者
証
更
新
の
手
続
き
を
 

地 	区 	名 ところ と 	き 

梅 	 沢 梅 沢支所 6 月17日 午前9:00～午前11:30分 

七 	 和 七和支所 6 月17日 午後1 】00～午後 3 】30分 

長 	 橋 長橋支所 6 月18日 午前 9：叩～午前11:30分 

飯 	 詰 飯詰支所 6月18日 午後1 】00～午後 3 】30分 

松島・ 松島町 市保険衛生課 6月19日 午前9 】00～午前11 】30分 

毘 	沙 	門 毘沙門支所 6月21日 午前 9 】00～午前11 】30分 

三 	 好 三好支所 6月21日 午後 1:00～午後 3 】 30分 

栄・みどり町・千鳥町 市保険衛生課 6月22日 午前 9 】00～午前11 】30分 

中 ク 6月22日 午後1 】00～午後 3 】30分 

栄町・田町・蓮沼・元
町・新町’柳阿・」~曙
町・寺町・岩木町・鎌
谷町・鳥森・一ッ谷・
八重菊・下り枝 

ク
  

6月23日 午前 9 】00～午後 4 】00分 

弥生町・布屋町 ,東町 
・大町・本町‘旭町・
雛田‘敷島町・錦町・
幾島町・柏原町・未広 
’丁 

ク
  

6 月24日 ク 	 り 

上平井町・中平井町・ 
下平井町・長橋字橋元 
・幾世森・新宮・小曲 
‘沼田町 

ク
  

6 月25日 ク 	 ケ 



事
業
系
の

一
般
廃
棄
物
 

多
湯
編
嚢
書
海
 一物

）
「
鳶
心
一

燃
物
に
」
踊
奪
 

i鶏
（
義
一
薫
無
 

一
「」
 

(520号） ⑧ 広報ごしょがわら 昭和57年（1982年） 6 月1日 

市
で
は
、
寝
た
き
り
老
人
福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て
、
 

在
宅
で
寝
た
き
り
老
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
疾
病

に
か
か
る
等
特
別
な
理
由
で
自
宅
に
お
け
る
介
護
が
困

難
と
な

っ
た
場
合
、
 
一
時
的
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
保
護
委
託
を
す
る
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ご
利
用
下
さ

い
。
 

ロ
対
象
者
 
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
 

身
体
上
ま
た
は
精
神
上
著
し
い
欠
陥
が
あ
る
た
め
、
 

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
。
 

ロ
費
用
 
一
般
世
帯
 
一
日
千
四
百
円
、
生
活
保
護
 

世
帯
 
無
料
。
 

ロ
委
託
施
設
 
特
別
養
讃
老
人
ホ
ー
ム
「
青
山
荘
」
、
 

「あ
か
ね
荘
」
 

ロ
お
間
い
合
わ
せ
 
市
福
祉
事
務
所

・
福
祉
係
（
廿
 

⑩
二
一
一
一
番

・
内
線
二
‘
〇
番
）
 

短期委託保護 
×
 

を
 

人
 

老
 

き
 

た
 

寝 
、
 

ノ
 

/
 乳幼児の健康診査 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行います。該

当する赤ちゃんには受診させるようにして下さい。 

■受付時間 午後12時45分から1時15分まで 

‘■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けている 

乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

月 	齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 カ月児 
昭和57年 2 月
生まれの乳児 

6 月 8 日 

旧中央公民館 6 カ月児 
昭和56年11月
生まれの乳児 

6 月15日 

1
6
 

歳
児
 

カ
 
月
 

昭和55年12月
生まれの乳児 

6 月22日 

六
月
一
日
か
ら

徴
収
 

一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
の
現

況
か
ら
処
理
手
数
料
の
徴
収

ま

で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

昭
和
 

五
十
六
年

十
二
月
一

日
号
の
「
広

報
ご
し
ょ
 

が
わ
ら
」
 

か
ら
「
ご
み
」
を
考
え
よ
う
シ

リ
ー
ズ
・
で
十
二
回
に
わた
り
連

載
し
て
き
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
七
年
五
月
十
五
日

号
に
は
特
別
の
チ
ラ
シ
を

作
り
、
 

市
民
へ
の

P
R
に
努
め
て
き

ま
 

五
所
川
原
弓
道
会
主
催
（
市

教
委
後
援
）
の
弓
道
教
室
が
今

年
も
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
 

弓
道
会
の
有
段
者
が
親
切
に

指
導
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気

軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

ロ
マ
マ
さ
ん
弓
道
教
窒
（
女

性
対
象

・
独
身
で
も
よ
い
）
 

o

期
間
 
六
月
二
十
三
日
ー
 

九
月
二
十
八
日
 

o

日
時
 
毎
週
火

・
土
曜
日

午
前
十
時
ー
十
二
時
 

o

と
こ
ろ
 
三
道
会
館
弓
道

場
 

し
た
が
、
五
ー
六
月
の
ニ
カ
月
 

間
の
準
備
、
猶
予
期
間
も
過
ぎ
、
 

昭
和
五
十
七
年
六

月
一
日
か
ら
、
 

い
よ
い
よ
実
施
と
な
り
ま
す
。
 

廃
棄
物
搬
入
許
可
申
鯖
 

廃
棄
物

の
う
ち
不
燃
物
に

つ

い
て
は
従
来
の
無
秩
序
な
運
搬

で
な
く
、
廃
棄
物
搬
入
許
可
申

請
書
を
事
前
に
市
長
に
提
出
し
 

ロ
市
民
弓
道
教

室

（
どな
た

で
も
よ
い
）
 

O
期
間
 
六
月
二
十
三
日
、
 

九
月
二
十
八
日
 

o

日
時
 
毎
週
火

‘
土
曜
日
 

こ
れ
ま
で
身
体
障
害
者
は
、
 

国
鉄
の
乗
者
券
を
購
入
す
る
時

に
福
祉
事
務
所
か
ら
割
引
証
の

交
付
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
 

今
回
の
改
正

（
昭和
五
十
七
年

四
月
十
四
日
付
社
更
第
六
十
六

号
）
に
よ
り
、
直
接
国
鉄
の
窓
 
 

て
市
長
の
指
示
す
る
許
可
を
得

て
か
ら
搬
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

搬
入
許
可
申
請
書
の
用
紙
は

清
掃
公
害
課
の
窓
口
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
不
明
な
点
 

に
つ
い
て
は
市
清
掃
公
害
課
電

話

（⑩
二
一
一
一
・
内
線
二

四

四
、
二
五
八
）
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

処
理
手
数
料
の
徴
収
 

処
理
手
数
料
の
徴
収
に

つ
い
 

午
後
七
時
、
九
時
 

O
と
こ
ろ
 
三
道
会
館
弓
道
 

場
 ロ

お
間
い
合
わ
せ

・
申
込
み
 

先
 市

内
新
町
 
成
田

ハ
ン
コ
店
 

（
廿
⑩
一
〇
八
三
）
 

口
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
呈
示

し
、
行
先
、
乗
車
券
類
の
種
類

等
を
口
頭
又
は
メ
モ
の
呈
示
に

よ
り
申
し
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

割
引
乗
車
券
類
を
購
入
で
き
ま

す
。
 

て
は
「
廃
棄
物
処
分
券
」
を
市

清
掃
公
害
課
の
窓
口
で
発
売
し

て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
購

入
、
持
参
し
廃
棄
物
搬
入
の
際

に
処
理
施
設
の
係
員
に
提
出
し

て
下
さ
い
。
 

「処
分
券
」
を
持
参
し
な
い

と
処
理
施
設
ま
で
搬
入
し
て
も

ゴ
ミ
を
捨
て
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
の
で
「
廃
棄
物
搬
入
許
可

申
請
」
 
の
際
に許
可
証
の
受
領

と
一
緒
に
購
入
し
て
下
さ
い
。
 

粗
大
ご
み
の
不
収
集
 

従
来
、
毎
月
第
二
火
曜

日
に

市
内
全
域
の
粗
大
ご
み
を
収
集

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
後
は

多
量
の

一
般
廃
棄
物
と
な
る
た

め
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
か
ら
併

せ
て
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

O
搬
入
車
柄
の
重
量
制
限
と

搬
入
時
間
の
厳
守
 

埋
立
地
へ
の
搬
入
道
路
は
狭

あ
い
等
道
路
事
情
に
よ
り
四
ト

ン
車
以
上
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
搬
入
時
間
は
午
前
九

時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分

（
埋

立
地
着
）
で
す
。
 

な
お
、
日
曜
日
は
休
み
で
す
。
 

坂
本
さ
ん
に
行
 

政
監
察
局
長
賞
 

市
内
姥
落
の
行
政
相
談
委
員

坂
本
勘
作
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど

日
頃
の
行
政
相
談
活
動
が
認
め

ら
れ
、
東
北
管
区
行
政
監
察
局

長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

弓
道
教
室
を
開
催
 

ー
 
体
障
害
者
に
対
す
る
 

国
鉄
等
の
旅
客
運
賃
を
割
引
ー
 

r
 

r
 



身
障
者
の
巡
回
診
査
と
更
生
相
談
 

ロ
対
象
者
 
①
身
体

障
害

者

手
帳
交
付
後
、

あ
る

い
は
、
前

回
の
診

査
後
障
害
に
変

化
が
あ

り
、
障
害
等
級
の
変
更
、

ま
た

は
医
療
を
必
要
と
す
る
方
 

②
義
肢
、

補
装
具

等
の
新
調
、
 

あ
る
い
は
改
造
を
必

要
と
す
る

方
 ③

身
体
障

害
者
手
帳

の
交
付

を
受
け
る
た
め
に
、

診
断
を

必

要
と
亥

る
方
 

④
就
業
、

生
活
医
療
、

施
設

入
所
の

相
談
を

希
望
す
る
方

ロ
受
付
時
間
 

い
ず
れ
も
午

前
九
時
か

ら
十
一
時

ま
で

ロ
耳
鼻
科
 

六
月
五

日
（
土
）
 

た
だ
し

鼻
は

除
く
 

老
人
福
祉

セ
ン

タ
ー
 

ロ
眼
科
 

六
月
三
十
日

（
水
）
 

老
人
福
祉

セ
ン

タ
ー
 

ロ
内
科
 

七
月
八
日

（
木
）
 

五
所
川
原
保

健
所
 

ー
ム
に
委
託
し

て
行
っ

て
お
り

な
訓
練

等
を
特
別
養
護
老

人
ホ

な
訓
練
等
を

特
別
養
護
 

ー
ム
》
」R
Wエ
、
Jて
一丁
つ

訓
練
等
を

特
別
養
護
老

人
ホ

ム
に
委
託
し

て
行
っ

て
お
り
 

ロ
整
形
外
科
 

七
月
二

十
八

目
 
水

）
 

ま
す
。
 

口
対
象
者
 

お
お
む
ね
六
十
歳
以

上
で
、
 

市
で

は
、
老
人
福
祉
対
策

の

一
環
と
し

て
、
脳
卒
中
後
遺

症

等
に
よ

り
身
体
機
能
に
支
障

の

あ
る
在
宅
老

人
に
対
し
、

必
要
 

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
 

在
宅
老
人
の
機
能
回
復
訓
練
 

,
 

脳
卒
中
後
遺
症
で

身
体

機
能
に

支
障
が

あ
る
方

の
う
ち
、
通
い

に
よ
っ

て
訓
練

の
効
果
が

期
待

さ
れ
る
と
医
師
に

よ
っ

て
判
定

さ
れ
た
方
で

す
。
 

訓
練
回
数

は
、
週

一
回
以
上

と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

ロ
費
用
 
無
料
 

ロ
訓
練
施
設
 

特
別
養
護
老
 

街

頭
献
血

の
ご

案

内
 

あ
な
た
も

献
血
手
帳

を

移
動
採
血
車
「
青
鳥
号

」
が
、
 

人
ホ
ー
ム
「

青
山
荘
」
 
（
五所

川
原
市

大
字
金
山

字
盛

山
四
一
一
 

、
八
）
 

口
お
申
込
み
及
び

お
問
い
合

わ
せ
 

市
福
祉
事
務
所

・
福
祉
係
（
廿

⑩
二

一
一

一
番
・
内
線
二
一

〇

番
）
 

次
の

日
程
で
街
頭
献

血
を

行
い

ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願

い

し
ま
す
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

六
月
十

一
日
（
金
）
 

▽
午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
、
 

市
内
裏

田
町
東
北
電

力
五
所
川

原
営
業
所
構
内
 

▽
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
四

時
ま
で
、

市
内
松

島
町
五

一
中

通
り
東
北
電
工
構

内
 

⑨ 昭和57年（1982年）6月1日 
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(520号） 

結核検診を受けて下さい 
■対象 16歳以上の一般市民 ■料金 無料です。 

レントゲン撮影は、着物を着たままでできます。金具（ネックレ 

ス等）ははずして下さい。 

配布の受診票にご記入のうえ、都合のよい場所で受診して下さい。 

新市内の地区では、血圧測定も行います。 

※なお、他地区の日程は 8月I日発行の市広報に掲載します。 

※くわしいことを知りたい方は保険衛生課へお問い合わせ下さい。 

（電話国2111番・内線270番） 

月 	日 地 	区 	名 場 	 所 時 	間 

6月15日 

下平井町・幾世森 
敷島町・ さ っ き町 
末 広 町 ・ 柏 原 町 
中 	平 	井 	●I 
上平井町・平井町 
錦 町 ・ 幾 島 町 

老人ホームくるみ園前
敷 島 分 院 前
五所川原保健所前
五所川原小学校前
上平井町集会所
新 岡 肥 料 店 前 

90
02
33 

11

111 

111

111 

0
013
34 

30105030

10
50 

一 一 一 一 

一 、 

00402000

40
20 

6 月16日 

川 	山 	・ 	中 	，自 
種 	 井 
若 	 葉 
若 	 葉 
新宮町・中川新宮・首蕪 
上 
下 
高 	 瀬 

コミニュテイセンター川山
種 井 公 民 館
団地県営集会所前 
森 	の 	家 	前 
新 宮 公 民 館 前
川 浪 民 也 宅 前
大 川 商 店 前
高 瀬 集 会 所 

1
1
1
1
1
1
1
1
 
 

0
0
1
1
2
4
5
5
  

0
03
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1
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6月】7日 

田 
福 	 井 
鶴 	ケ 	岡 
コミニュテイセンター三好
小 曲 集 会 所 前
小 曲 ・ 沼 田 町
平和町・蓮沼・不魚住 
栄 	 町 
田 	 町 

田 川 集 会 所
小笠原清衛宅前
三 好 保 育 園 前
コミニュテイセンター三好
小 曲 集 会 所 前
渋 谷 勇 逸 宅 前
平和町集会所前
白 衣 神 社 前
鹿 内 雄 太 郎 横 

90
01
3

34
45 

1111

ll
l1 

1
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1111 

0

0113

44
55 

3010401000
40
10
50
30 

一 一 
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一 一 
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6月18日 日ー
 
日

J
  

長
長
長
共
毘
毘
毘
桜
沖
 

沙
  

富
富
富
栄
ー
門
門
田
詰
 

中
 
崎
 

く
沙
沙
 
飯
 

原 田 商 店 前
長 富 集 会 所
高 橋 文 弘 宅 前
共 栄 集 会 所
成 田 幸 雄 宅 前 

量爵轟、pJi- 静 
桜 田 集 会 所 前
古 川 繁 春 宅 前 

9
0
0
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3
3
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5
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6月21日 

本
笠
野
 

石
二
唐
水
富
梅
梅
中
 

岡
柳
柳
尾
析
田
田
泉
 

寺 田 武 道 宅 前
寺 田 時 雄 宅 前
小山内光春宅前
水野尾集会所前
太 田 寛 蔵 宅 前
成 田 理 容 所 前
梅 沢 支 所 前
中 泉 集 会 所 前 

900

11334 

11
111
1
1 
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1
133

4 

3000300030

00
30
00 

一 一 
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一 一 一 
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6月22日 

東雲町 ・ 雄 田 町 
大 	町 	・ 	旭 	町 
東町・布屋町・弥生町 
元 	 町 
成 田 町 ・ 柳 町 
新 	 町 
本町・寺町・岩木町・川端町 

渋 谷 駐 車 場
斎 勝 馬主 車 場
西 北 病 院 前
元 町 集 会 所
北 村 商 店 前
新 町 集 会 所 横
市民文化会館前 

0
0
1
1
2
3
4
  

1
1
1
1
1
1
1
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6月23日 

三
猫
姥
稲
広
広
七
七
浅
み

谷
測
落
実
田
田
館
館
井
町
 

ッ
 
ッ

ッ
 

ど
 

 
hノ

 

坂 本 甚 作 宅 前
猫 測 集 会 所 前
姥 落 集 会 所 前
消 防 屯 所 前
一 戸 淳 一 宅 前
鳴 海 謙 一 宅 前
大 原 酒 店 前
白 戸 義 勝 宅 前
秋 田 重 勝 宅 前
コミニュテイセンター栄 

9 
10 
10 
11 
11 
12 
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14 
14 

30- 9 
00-10 
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20 
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10 
40 
30 

6月24日 

湊 
湊団地 ‘ 八 重 菊 
鎌 谷 町 ・ 鳥 森 
一 	ッ 	谷 
田 	園 	調 	布 
松島町 1丁目・ 2丁目
松島町 7丁目・ 8丁目
松島町 4丁目・5丁目・6丁目
松 島 町 3 丁 目 

平山 タ イ ャ宅前
湊団地集会所前
鎌谷集会所跡地
大 和 山 道 場 前
前 田 商 店 前
木 村 昂 悦 宅 前
菊 地 理 容 所 前
毛 内 商 店 前
松 島 会 館 前 

90011

33
4
5 

11
111

11
1 

901123

4
45 

3000402050
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00 

一 
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一 
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洗
濯
排
水
 

無
リ
ン
洗
剤
ゃ

洗
濯
石
け
ん
を

使
お
う
 

洗
濯
を
し
た
後
の
排
水
に
含

ま
れ
て
い
る
“
リ
ン
〈
を
ご
存

じ
で
す
か
。
 

こ
の
リ
ン
は
、
服
の
汚
れ
に

つ
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
汚
れ
を
落
ち
や
す
く
す
る
た

め
に
、
合
成
洗
剤
の
中
に
含
ま

れ
て
い
る
も

の
で
す
。
 

廃
食

用
油
 

油
も
水
の
汚
れ

の
も
と
 

洗
濯
に
は
無
リ
ン
洗
剤
や
洗
濯

石
け
ん
を
使
う
よ
う
に
し
ま
し

よ
・
フ
。
 

食
生
活
の
洋
風
化
が
進
む
と

と
も
に
、
食
用
油
は
、
台
所
に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
と
同
時
に
、
使
い
終

え
た
食
用
油

ー
廃
食
用
油
ー
の

処
理
の
仕
方
が
、
環
境
保
全
の

面
か
ら
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
 

廃
食
用
油
や
食

べ
物
の
残
り

か
す
な
ど
を
、
流
し
に
そ
の
ま

ま
捨
て
る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
排
水
パ
イ
プ
や
下
水

管
を
詰
ま
ら
せ
る
原
因
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
川
や
湖
、
 

海
を
汚
す
も
と
に
も
な
り
ま
す
。
 

食
用
油
を
使
う
と
き
ゃ
捨
て

る
と
き
に
は
次
の
よ
う
な
点
に

気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

▼
何
回
か
使
っ
た
食
用
油
は
、
 

最
後
に

い
た
め
物
な
ど
に
使
い
、
 

使
い
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
捨
て
る
と
き
は
、
ボ
ロ
布
や

新
聞
紙
に
し
み
込
ま
せ
、
ゴ
ミ

と
一
緒
に
出
す
か
、
庭
な
ど
に

埋
め
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し

よ
・
フ
。
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広
報

紙
の
早

期
配
布

に
ご
協
力
下
さ
い
 

目議舞 
■対象幼児 昭和53年7月1日から昭和53年12月31日まで生れ

た幼児。 

■母子健康手帳 必ず持参して下さい。 

■受付時問 午後1時から 2時まで 

■健診場所 旧中央公民舘 

＠地区別の日程は下表のとおりです。 

1I 	日 地 	区 	名 

6 月 9 日 五小学区、小曲地区、若葉地区、飯詰地区 

6 月 14 11 三好、栄、毘沙門地区、松島団地 

7 月 19 日 みどり町、七和、長橋、中川、梅田地区 

7 月 22 日 南小学区、松島地区 

汚
れ
を
落
と
す
た
め
の
も

の

が
、
水
を
汚
す
と
い
う
の
も
変

な
話
で
す
が
、
リ
ン
は
、
窒
素

と
並
ん
で
動
植
物
の
成
長
に
欠

か
せ
な
い
栄
養
素
の
ー

つ
で
す
。
 

こ
の
リ
ン
が
、
閉
鎖
性
水
域
 

（水
の
流
れ
の
少
な
い
湖
や
内

海
）
に
流
れ
込
む
と
、
水
は
富

栄
養
化
し
、
藻
な
ど
の
水
性
生

物
な
ど
が
異
常
に
繁
殖
し
た
り
、
 

水
質
が
悪
化
し
て
魚
介
類
の
生

息
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う

の
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
 

最
近
で
は
、
リ
ン
の
入
っ
て
い

な
い
合
成
洗
剤
、
い
わ
ゆ
る
“
無

リ
ン
洗
剤
）
や
洗
濯
石
け
ん
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
糧
と

も
言
え
る
水
を
守
る
た
め
に
も
、
 

環境週間10周年 

1960年代から1970年代にかけて、急速な経

済発展や人口の増大などから、わたしたちの

住む地域の環境は、悪化の道をたどり始めま

した。このため国連では、かけがえのないわ

れわれの地球を守るため、昭和47年に人類の

英知を集めた国連人間環境会議を初めてスウ

ェーデンのストックホルムで開き、「人間環境

宣言」と国際的な協力による行事計画等を採

択しました。 

同時に、 6 月 5日を 「世界環境デー」 とし

毎年この日に環境に対する認識を深め、人間

環境の保全と改善についての関心を高めるた

めの世界的な活動を行うことが決定されまし

た。以後、毎年、世界各地で多彩な行事が行

われてきましたが、特に今年は、ストックホ

ルムでの会議から10周年を迎えたことを記念

し、活発な運動が展開されます。 

国際的には、国連人間環境会議の合意に基

づいて設けられた 「国連環境計画（UNEP 

ーユネップ）」の国際会議が、 5月にケニアの

ナイロビで、国連加盟各国の環境担当大臣を

招いて開かれます。わが国からも原環境庁長

官を中心とした政府代表や民間の関係者多数

が参加します。そして、地球全体からみた環

境保全の重要性と世界的な協力の心要性など

を訴えるとともに、わが国がこの問題に積極

的に取り組む姿勢を明らかにすることとなっ

ています。 

一方、国内では、毎年環境週間を中心に行

っている記念講演会、地域美化運動、公害事

犯の一斉取り締まりなどに加えて、今年はユ

ネップの呼びかけに協力して、わが国でも、 

地球的規模で環境問題の重要性を考えるため

の国際シンポジウムなどが開催されます。ま

た、新たに 「騒音を考える運動」を展開し、 

この機会に広く環境問題に対する国民の理解

を得るための運動を進めます。 

断 

水
を
汚
さ
な
い
た
め
に
 

生
活
排
水
へ
の
配
慮
を
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